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らずに約 27 万気圧で分子解離が起こって硫黄が生成した。重水素化物(硫化水素-d) の場合にも、ほぼ同じ圧力で
分子解離が起こったことから、硫黄原子の接近がきっかけとなって分子解離が起こると考えられる。アセチレンは分
子内に不飽和な結合(炭素-炭素三重結合)をもつため、約 4 万気圧で重合反応が起こってポリアセチレン様の共役
鎖が生成した。反応開始直前には、分子間水素結合の影響で分子は T 型の配置を取っているが、反応の進行に伴って
分子配列の乱れが観測された。 14 万気圧まで加圧すると、トランス型・シス型の共役鎖部分と枝分かれ部分をもっ重
合体となった。
以上のように、強い水素結合もつ分子(氷)では高圧力下で水素結合の対称化が起こり、弱し、水素結合をもっ分子
(硫化水素、アセチレン)では高圧力下で水素が離れ、分子間で化学結合が形成されること、さらには、硫化水素や
アセチレンの高圧力下での反応は、触媒や溶媒を使わない一種の高圧固相重合反応であることを明にした。よって、
本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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